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報告

沖縄県Ｈ島における高齢者の
ソーシャルネットワーク・生活満足度・介護意識に関する研究

一介入前後の高齢者の意識比較一

呉地祥友里I）大湾明美]）宮城重二2）佐久川政吉1）上原綾子、

【目的】

平成12年から５カ年間の計画で、沖縄県Ｈ島の地域ケアシステム構築のために参加型アクションリサーチで介入した。
介入の結果評価の一指標として、高齢者のソーシャルネットワーク・生活満足度・介護意識について介入前後の比較を横断
的に行い、高齢者の意識を明らかにする。

【対象及び方法】

対象は日本最南端Ｈ島の全高齢者（65歳以上）である。平成12年調査（介入前）217人、平成17年調査（介入後）204人。
有効回答者は介入前171人（78.8%)、介入後140人（68.6%）であった。

調査方法は、質問紙による訪問面接調査を実施した。高齢者の意識として、生活満足度、ソーシャルネットワーク、介護
意識に関する項目について介入前後で性別、年齢別に比較した。

【結果及び考察】

１．世帯構成は、性別では介入前後で男性は「夫婦世帯｣、女性は｢単身世帯｣が高く、年齢別では、介入前で後期高齢者は、
「夫婦世帯」が減少し、「単身世帯」が埆加していた。

２．ソーシャルネットワーク項目（知人の範|川、用件依瀬の授受、隣人への支援意識）では、介入前後の性別・年齢別に有
意差はなかった。しかし、介入後の特徴として平均年齢が介入前より高齢化し、その影響を受けていることが示唆され
た。

３．生活満足度と介護意識は、介入前後の性別・年齢別に有意差はなく、Ｈ島の地域ケアの誕生は生活満足度と介護意識に
は影響しなかったと推察された。

４．介入前からのソーシャルネットワークの高さ、生活満足度の高さ、介護の場は在宅で人生最期の居住意識はＨ島という
高齢者の特徴は、介入後も変わらず維持されていた。

キーワード：離島高齢者ソーシャルネットワーク生活満足度介護意識

最期を島で過ごすことを希望していた。Ｉはじめに

2000年、介護保険制度の施行以来、高齢者ケアは施設

から在宅や地域へ移行し、「2015年の高齢者介護」では、

介護予防も含めた高齢者の尊厳を支えるケアのために、

地域包括ケアシステムの確立に向け基盤整備が行なわれ

ている')。しかし、沖細県の有人離島は高齢化率が高く、

特に後19]高齢省の割合が高いが、高齢者ケアの基糒整備

が弱く課題が山積している。我々は、地域ケアシステム

構築の方向性として、従来の「不利性克服型」から「有

利性伸展型」ヘの変換を志向し、離島の有利性としての

｢互助」に着目した2)。

平成12年から５カ年間の計画で、特に互助機能の期待

できるＨ島をモデル島としてアクションリサーチで介

入し展開してきた。その開始は、介入直前に全高齢者を

対象に「高齢者在宅福祉サービス調査」を行い、実態を

明らかにした3)。多くの高齢者はソーシャルネットワー

クが高く、日常生活に満足し、島で介護を受け、人生の

そこで我々は島の高齢者の互助機能を活かす介入によ

り、ソーシャルネットワークや日常生活の満足度が一層

高まり、介護意識にも変化を与えると考えた。そこで、

今回は、平成12年介入前に実施した調査内容と同様の調

査を平成17年に行い、介入前後の結果を枇断的に比較し、

介入により構築された地域ケアシステムの結果評価の一

指標とすることを目的とした。

Ⅱ研究方法

１．対象

日本最南端Ｈ島の平成12年調査時（(以下、「介入前｣）

の人口は564人、高齢化率38.5％（平成11年12月末現在

の住民基本台帳)、平成17年調査時（以下、「介入後｣）

の人口は600人、高齢化率34.0％であった（平成17年３

月25日現在の住民基本台帳)。対象は全高齢者とし、介

入前217人、介入後204人で、有効回答者は介入前171人

(78.8％)、介入後140人（68.6％）であった。介入前の

平均年齢士標準偏差は74.0士6.33歳、介入後は75.9士6.4

7歳であった。

1）沖縄県立看護大学

2）女子栄養大学
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表１対象者の一般特性
平成17年(介入後）平成12年(介入前）

年齢性別 年齢 性別
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(75歳以上）
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表２ソーシャルネットワーク
平成12年(介入前） 平成17年(介入後）

性別 年齢性別 年齢

前期高齢者

(65～74崖）
後期石齢君

(75堂以上〕
前期石齢者
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四設問:家族以外の方に買物や用事を頼めますか。
3)設問:家族以外の方から買物や用事を頼まれたら買いにいきますか。
4)設問:し近所の方の姿が2～３日見えない時､あなたはどうしますか｡あてはまるものに1つだけＯをつけて下さい。
「その他｣は､親戚知人に聞く､気になるがそのまま様子をみる.わからないをまとめた。

7％)、介入後71人（50.7％）であった。｣性別では有意差

があり、男性は「夫婦世帯｣、女'性は「単身世帯」が高

くなっていた（表１)。年齢別では、介入前で有意差が

あり、前期高齢者は「夫婦世帯｣、後期高齢者は「単身

世帯」高くなっていた。

職業の有無では、全体で介入前後に職業「あり」は約

5割でそのほとんどが農業に従事していた。性別では、

特に介入後の男,性の職業「あり」３３人（76.7％）の割合

が高く、年齢別では前期高齢者に職業「あり」４３人

(71.7％）が高くなっていた。

２．ソーシャルネットワーク

ソーシャルネットワークの項目は社会関係の構造的・

機能的側面に着目し、関係の広がり（構造的側面）とし

て「知人の範囲｣、機能的側面として手段的サポートの

うち「用件依頼の授受｣、情緒的サポートの「隣人への

支援意識」を取り上げた（表２)。

知人の範閉は、「ほとんど知っている」が介入iXil58人

(90.8％)、介入後126人（90.6％）であり、介入前後と

も、性別、年齢別の有意差はなかった。

家族以外の方への用件依頼の授受は、介入前も介入後

も性別、年齢別に有意差はなく、約7割が依頼の授受に

応じていた。介入後は、用件を依頼する（授）は後期高

齢者57人（71.3％）が、前期高齢者38人（63.3％）に比

較して約1割高く、用件の依頼をうける（受）は後期高

齢者49人（61.3％）が、前期高齢者43人（71.7％）と比

較し約１割低くなっていた。

隣人への支援意識では、近所の方の姿が２～３日見え

ないとき、「訪ねる」が全体で介入|竹90人（51.7％)、介

入後88人（63.8％）であった。性別、年齢別では、有意

差はみられなかった。

２．方法

調査方法は、以下の項目から構成される質問紙を作成

し、訪問面接調査を実施した。調査期間は、介入前は平

成12年２月26日～28日、介入後は平成17年３月25日～２７

日のそれぞれ３日間であった。洲査員はボランティアを

島内外から募集し、介入前は調査の手引きを作成しオリ

エンテーションを行った23人、介入後は、介入前のメン

バーを原則に24人であった。介入前の調査項目は、「島

の生活｣、「人的ネットワーク｣、「介護保険｣、「介護予防｣、

｢介護意識」で設問は26項目、介入後は、２４項目とした。

本研究では、これらの項目から高齢者の意識として、生

活満足度、ソーシャルネットワーク、介護意識に関する

項目について介入前後で比較した。比較は、性別（｢男

性」と「女性｣)、年齢別（｢前期高齢者」と「後期高齢

者｣)で介入前、介入後それぞれにＸ２検定を行った。
３．倫理的配慮

IiR告者らは住民主体の地域ケアシステム構築を支援す

る立場としてＨ島住民と情報を共有し、調査の結果等

の情報公開の許可を得ている。しかし調査に対しては拒

否が可能なこと、不利益を受けることのないことを調査

時直接説明し、承諾を得た。

Ⅲ結果

１．対象者の一般特性

性別は、介入前は男性54人（31.0％)、女性120人（69.0

％)、介入後は男性43人（30.7％)、女性97人（69.3％）

であった。年齢は、介入前は前期高齢者101人（58.0％)、

後19冊齢者73人（42.0％)、介入後は前19]高齢者60人（4

2.9％)、後期高齢者80人（57.1％）であった。

世帯構成は、全体では「同居世帯」が介入前76人（43.

－２６－



沖縄県立看護大学紀要第７号(2006年３月）

表３生活満足度
平成17年(介入後）平成１２年(介入前）

年齢性別性別 年齢

前期癌齢者
(65～74詮）

後期高齢者
(75歳以上）

後期高齢者
(75塗以上）

前期民齢君

(65～74崖）
計 男性女性 計 男性女性
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股間：Ｂでの生活'二沼足していﾖ国｢か。あてはまるものに１つだIナ○をつけて下さい

表４介護意識
平成１７年(介入後）平成12年(介入前）

年齢性別性別 年齢

前期高齢者

(65～74堂）

後期高齢者

(75歳以上）
前期高齢者
(65～74麓）

後期高齢者
(75詮以上）

計 男性女性計 男性女性
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たい増⑰鶏鵠、
計

6１

２２

１２

64.2趾

232％

１２．６％
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')設問:介護が必要になった堵合､あなたはどうして欲しいですか。
2>設問:あなたは人生の最期をどちらで過ごしたいと思いますか．

様に高く、また介入後の用件依頼（受）は後期高齢者が

iii1Uj高齢者より約1判減少し、隣人への支援意識では介

入前より約１割増加していた。「高齢になるにつれてサ

ポートの提供が減少する｣5)曰との報告や「離島におけ

る高齢者の他者との相互サポートの相手は友人・知人や

近くの人｣刀との報告もあり、Ｈ島でも高齢化の進行

が、隣人への支援意識に影響していると推察された。

しかし、介入前と介入後でソーシャルネットワークの

4項目において、介入による影響を予測したが、』性別、

年齢別に有意差がみられるほどの変化はなかった。これ

は、志水ら7）の報告でも、社会資源が限られている離

島では、高齢者の他者との相互サポートは高く、インフォー

マルなネットワークはフォーマルな社会資源を代替する

重要なものであると述べており、介入前からの島のソー

シャルネットワークは高いため、介入の結果に結びつか

なかったと考えられた。

３．地域ケア誕生と生活満足度・介護意識の変化

５カ年間の介入により、高齢者の地域ケアは、生きが

い型デイサーピス、移送サービス、食の自立支援事業、

ゴミだしボランティアサービス、ふるさと訪問が誕生し

た。これらの地域ケアが、精神的な健康の1指標であり

生活の質（QOL）の評価である生活ilMi足度や、高齢期

の生活不安の上位をしめる介護不安3）が介護意識に影

響すると予測した。しかし、介入前と介入後及び性別、

年齢別に生活満足度や介護意識に有意差はみられなかっ

た。この結果は、Ｈ島の地域ケアの誕生は、高齢者の生

活満足度や介護意識に影響しなかったことが示唆された。

高齢者の生活満足度は、国民生活に関する世論調査m

では、６５歳以上の約６割が「満足」と回答しているが、

｢不満」も約３割あった。Ｈ島高齢者の「満足」は約8割、

｢不満」は１割弱であり介入前から生活満足度の高さが

示唆された。また、生活満足度に影響される要因として、

主観的健康や趣味．余暇活動や10)､)、親戚、友達、近所

との交流'2)等があるが、地域ケアが主観的iiMi足度に影響

する文献はみつからず、むしろ福祉サービスの利用によ

り主観的満足度を低めるという報告'3)があった。高齢者

３．生活満足度

主観的幸福感の一指標である生活満足度は、生活満足

度を、満足とやや満足を「満足｣、普通を「普通｣、やや

不満と不満を「不満」としてまとめた（表３)。

全体で、「満足」は介入前132人（75.9％)、介入後105

人（75.0％)、「不満」は介入前15人（8.6％)、介入後１１

人（7.9％）であった。性別、年齢別に差はなかった。

４．介護意識

介護意識の項目として、「介護を受けたい場」と「人

生最期の居住意識」について検討した（表４)。

介護を受けたい場は、「在宅希望」は全体で介入前127

人（73.0％)、介入後85人（62.5％）であり、「施設希望」

は介入前40人（23.0％)、介入後32人（23.5％)、「わか

らない」は介入前７人（40％)、介入後19人（14.0％）

であった。性別及び年齢別でほとんど差はなかった。

人生の最期を迎える場所として、「島で過ごしたい」

は全体で介入前132人（75.9％)、介入後112人（80.6％）

であり、「島外施設希望」は介入前18人（10.8％)、介入

後8人（5.8％）であった。介護意識も、性別、年齢別の

差はみられなかった。

Ⅳ考察

１．調査対象者の変化

介入前後の烏全体の高齢化率は低下しているが、調査

対象者は、平均年齢が介入前と比較し介入後は約2歳高

く、介入後の後期高齢者の割合は10ポイント以上増加し

ており、島内の高齢者の高齢化が進行していた。

世帯構成では、介入前後とも男女間に有意差がみられ、

男性では「夫婦世帯｣、女性では「単身世帯」が高くなっ

ていた。この結果は、高齢社会白書4）による結果と類

似していた。

介入後の職業の有無では、就業率には変化はみられず

ほとんどが農業に従事していたが、11)性の職業「あり」

の割合が高くなっていた。

２．ソーシャルネットワークの変化

高齢者全体では、介入後の知人の範囲は、介入前と同
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の生活満足度の高さと地域ケアとの関連については今後

検討していく必要があると考えられた。

また、介護意識に変化がみられなかったのは、誕生し

た地域ケアが介護保険サービスは皆無で介護予防・地域

づくりサービスに侃重していたことも影響していると推

察される。「介護必要時」には直接ケアの提供が可能に

なるよう、平成16年には住民組織によるNPO法人が許

認可を受けたが、介護保険サービス誕生には至っていな

い。今後、「島で介護を受け、人生の最期を島で過ごす」

という高齢者の希望の実現に向け、ＮＰＯ法人の活動展

開が期待される。

今回は高齢者の意識を介入前後の比較から横断的に捉

えようとしたものであり、介入前の高齢者群をベースラ

インデータとする縦断的比較は今後の課題である。
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Ｖ結論

沖縄県Ｈ島の地域ケアシステム構築のために、参加

型アクションリサーチで介入した評価の－指標として、

平成12年介入前に実施した調査内容と同様の調査を平成

17年に行った。介入前と介入後の結果を高齢者の性別、

年齢別で比較した。

１．世帯構成は、性別では介入前後で男性は「夫婦世帯｣、

女性は｢単身世帯｣が高く、年齢別では、介入前で、

後期高齢者は、「夫婦世帯」が減少し、「単身世帯」

が増加していた。

２．ソーシャルネットワーク項目（知人の範囲、用件依

頼の授受、隣人への支援意識）では、介入前後の性

別・年齢別に有意差はなかった。しかし、介入後の

特徴として平均年齢が介入前より高齢化し、その影

響を受けていることが示唆された。

３．生活満足度と介護意識は、介入前後の性別・年齢別

に有意差はなく、Ｈ島の地域ケアの誕生は生活満足

度と介護意識には影響しなかったと推察された。

４．介入前からのソーシャルネットワークの高さ、生活

満足度の高さ、介護の場は在宅で人生最期の居住意

識はＨ烏という高齢蒜の特徴は、介入後も変わらず

維持されていた。今後、ＮＰＯ法人を拠点とした高

齢者の地域ケアの展開が期待される。
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Abstract

Purpose: We made an intervention to H. Island by participatory action research method, from the year of 2000 to
2005. The purpose of this study was to identify the elders' consciousness regarding social networks, life satisfaction
and home care to evalvate results (as an index) differences before and after the intervention wera conpared.

Subjects and Methods: H. Island is located at the southern extremity of Japan. Subjects were people living in H.
Island aged 65 years old or older. The numbers investigated were 217 people in 2000, before the intervention; 204
people in 2004, after the intervention. The effective answers were 171(78.8%), and 140(68.6%). We visited each
person in their home and conducted interviews according to a questionnaire. We selected social networks, life sat
isfaction and home care and invesristed consciousness of elders, comparing them according to sex and age.

Results and Discussion:
1. Household: In elderly males, "married couple household" was the greatest in number, both before and after the
intervention. In elderly females, "single household" was the greatest. Before the intervention, "married couple
household" was lower and" single household" was higher in old-old people.
2. Social network questionnaires (range of acquaintances, giving and receiving requests, will to support their neigh
bors): There were no significant differences with regard to sex and age. But, as a characteristic of the situation
after the intervention, the average age was higher than that before. It was suggested that the social networks can
be influenced by the aging of the society.
3. Life satisfaction and home care consciousness: There were no significant differences between the before and
after periods. It was suggested that the creation of the community care did not influence them.
4. The high levels of social networks, life satisfaction, and the wish of being home in H. Island while receiving
care and at the end of life were not changed.

Key words: isolated island, elders, Social Network, Life Satisfaction, Home Care Consciousness
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